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要約
本研究では、3 歳児の遊びにおける仲間入りと受け入れ過程について保育所で観察された 43 事
例を基に、「仲間入りが成功した場面」と「仲間入りできなかった場面」と「仲間入りできたが遊












In this research, 43 configurations of 3-year-old childrens’ friendships were studied, from
3 歳児における仲間関係の形成 139
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the point of view of joining the group and response to this.
There were three results: ‘successfully joined the group’ , ‘failed to join the group’ , and
‘successfully joined but was subsequently rejected during play’.
During the three-year-olds’ development, certain changes were noted from April until
September and other changes were noted from October until the following March. In the first
stage, a few utterances were used, such as ‘Can I join?’ and ‘Sure!’. These imitate friendship
establishment strategy. Responders did not accept clearly, nor did they reject, accepting the
child tacitly. In the later stage, 3-year-old children were less interested in playing alone and
became more interested in friends’ play. They verbalized their intent to be part of the group.
During this development phase, craft was an important issue in friendship. Tacit rules were
made in this respect and a child must for example be in possession of the same thing to join.





























ゴリーから表 3 の「仲間入り・受け入れ」方略・行動類型から 3 点の分析視点を設定した。エピ
ソード（表 2）よりこれらの関係性を分析し、方略の発達的変化を明らかにする。
方法
対 象 児：常滑市内の公立保育園 3 歳児 25 名。新入園児 18 人（男児 10 名、女児 8 名）、進級児 7
人（男児 4 名、女児 3 名）
観察場面及び期間：観察は自由遊びの場面をとりあげた。観察期間は、2013 年 5 月 17 日から 12




















表 1－ 1 仲間入り・遊びへの参加の方略カテゴリー
表 1-1 は子どもが遊びに参加する際、どのような方法や試みをして仲間入りするかをまとめた
ものであり、方略として A～F の 6 種類が示された。それをエピソードからまとめて説明したも
のが内容である。
表 1－ 2 仲間を受け入れる際の行動類型カテゴリー
表 1 － 2 は遊びに参加しようとする子どもに対して、受け入れる側の子どもがどのような行動
を見せたのかを a～e で表したものである。

































































① Ａ観察  ｂ承認、ｃ暗黙の承認
② Ｂ同調行動  ｂ承認、ｃ暗黙の承認、ｄ受容
③ Ｃ遊びの中心となる子どもへの関与  ｂ承認、ｃ暗黙の承認、ｄ受容
④ Ｄ質問  ａ拒否、ｂ承認、ｃ暗黙の承認、ｄ受容
⑤ 呼びかけ  ａ拒否、ｄ受容
⑥ 補完的役割  ａ拒否、ｂ承認、ｃ暗黙の承認、ｄ受容、ｅ勧誘
＜仲間入り出来なかった場面＞
① Ａ観察  ａ拒否
② Ｂ同調行動  ａ拒否
③ Ｃ遊びの中心となる子どもへの関与  ａ拒否
④ 呼びかけ  ａ拒否
＜仲間入りしたが遊びの途中で拒否された場面＞
① Ｂ同調行動  ｄ受容  ａ拒否
② Ｃ遊びの中心となる子どもへの関与  ｂ暗黙の承認、受容、ａ拒否
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《仲間入りが成功した事例》
【事例 1】 5月 2日
「楽しそうだな、一緒にいたい」 （観察  暗黙の承認）
＜考察＞




席でハンドル（保育者がダンボール紙で作ったもの）を回していると B 子がやってくる。B 子は






























【事例 2】 5月 23 日
「お化けギャー」と身体表現し、役割宣言する （同調行動  暗黙の承認）
＜考察＞











































事例 3 では、遊びの中心となる E 子が既にダンボール箱を使用して遊び場を確保している D
男を見て、自分も一緒に遊びたいと思ったのであろう。E 子は行動的な子であり自分の思いを優























うと D 男も同じように言う。E 子が言う言葉をオウム返しの
ように言いながら交流している。スプーンの上に具をのせ食べ
させる真似をしている。そこへ E 男がプラフォーム積木を
持ってきて 2 人の様子を見ている。そこへ E 男が弁当箱の容
器にままごとのご馳走の具を入れて 2 人に黙って差し出す。で
も無視される形となる。E 男は D 男に近づきにっこり笑いか
け、横の E 子のダンボールにいなかったので、中に入る。E 子
は哺乳瓶を 2 個持って戻ってくる。E 男がダンボールの中に
入っているが「○○君入った?」と受け入れている。1 個のダン








【事例 4】 9月 10 日
「同じものを作り、持つことで参加できる（補完的役割  受容・勧誘）
＜考察＞






































行く。F 子は A 男と時々会話を交わしながら同じものをもち
同じ動作をするが自分の遊びを確保するためにか転々と場を移










【事例 5】 12 月 6 日
「役割宣言することで主導権をにぎる」（呼びかけ・同調行動  受容）
＜考察＞
事例 5 では、I 子、J 子はいつも 2 人でいることが多く、出来れば他児との関わりは多く持ちた
いとは思わないようである。といってもはっきりと断るタイプではないし、拒否するタイプでも
ない。こんな 2 人に A 子は同じ行動をとりながら「誰かバブちゃんになってー」と勧誘する。ま
だ自分達の遊びが定まっていない 2 人なので、同じ遊び場にいたこともあり成り行きに任せてい





































【事例 6】 6月 27 日
「 仲良し仲間がいるのに入れない」 （呼びかけ  拒否）
＜考察＞
事例 6 では、H 子と J 子は特に親しい関係ではないが、この場面では I 男がいなければ受容し
ただろうと思われる。H 子は誰でも極端には拒否しない子であり、自分なりの思いも持っている
子である。J 子は登園した時から H 子の遊びに入ろうとしていた。その思いが強いことが表情か
ら伺われる。最初から H 子の遊び場に行こうと決めていた。だから「ピッポーン」の声も高らか
に自然に衝立を開けて入ろうとした。突然の I 男の「だめー」の一声で J 子の困惑した表情が周
りの子ども達も感じ取っていた。いつもなら H 子が助け船を出すはずなのに今回は何も言わな
い。状況が理解できない様子で J 子は衝立を押し倒そうとする。I 男は上手く言葉で伝えること
ができないため「だめー」の拒否の一声である。3 歳児は言葉のみによるやり取りは難しく、感情





今日は珍しく I 男と H 子がダンボールの衝立で囲い、中には
ダンボールの中にままごとコーナーから持ち込んだ遊び道具が
入っている。I 男もその中に入っているが、側にいる H 子とは
あまり交渉はしていないのに一緒の空間にいる。珍しい 2 人の
今日のつながりである。遮断されたダンボールの衝立の中では
I 男と H 子はそれぞれのイメージを持その場で遊んでいるよう
に思えた。狭い空間で体を動かすことが出来ないのに、狭い空
間でいることで自分の安全圏を確保しているのであろう。遅い




















【事例 7】 7月 10 日
「仲間にいれて、だめだよ 」 （呼びかけ  拒否）
＜考察＞
事例 7 は、遊びが既に進んでいる時間帯でもある。クラスの仲間関係はこの時期になると早く
登園し、遊び場を確保し気のあった 2,3 人で遊ぶ集団も見られる。この場合 K 子はいつも遅い
時間に登園してくる。幼くて自分の感情を泣くことで表現しようとする。周りの状況を判断する
力がまだ乏しい子である。B 男とは普段遊ぶ子でもない。群れて同じ場にいたことはあったが親



















































チャカチャさせたり、食べたりして A 子、B 子、C 子の 3 人が
いる。めいめいが思い思いの動作をしている。突然 A 子が「○
○ちゃん、行くよー、おいで」言う。言われた B 子は面食らっ
たまま A 子のあとについて行く。A 子はままごとコーナーか
ら走りだして近くにあったダンボール箱を持って移動する。入
口近くの場に設置する。ままごとコーナーからご馳走を運んで




る。そこへ B 子が戻ってくる。A 子「誰か入る人？」と聞く。
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